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  「霧島市市民活動支援事業」は、「共生・協働のまちづくり」の一環とし

て、市民活動団体が行う公益的・公共的な活動に対して経費の一部を補助

することにより、市民活動を促進するものであり、これまでに延べ 129 団

体、そして、令和元年度は 11 団体がこの制度を活用し、様々な活動に取

り組まれた。 

  この「令和元年度霧島市市民活動支援事業成果報告書」は、事業の活動

内容や成果等を広く知っていただくとともに、今後の市民活動の参考とし

ていただくことにより、「共生・協働によるまちづくり」が本市全体に更

に広がることを期待して取りまとめたものである。          

 

                               

 

 

〈 参 考 〉令和元年度 霧島市市民活動支援事業応募・採択内訳 

【選考審査の結果】 

 区  分 応  募 採  択 

団   体   数 11 団体 11 団体 

 

 

N P O 法 人   4 団体 4 団体 

その他の団体  7 団体 7 団体 

事 業 数 11 事業 11 事業 

 

 

【分野別内訳】 

 分 野 別 応  募 採  択 

保健・医療・福祉 4 4 

まちづくり 1 1 

学術・文化・芸術・スポーツ 3 3 

経済活動の活性化 0 0 

環境保全 0 0 

農山漁村振興 0 0 

子どもの健全育成 2 2 

合   計 11 11 
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< 参 考 > 各団体の補助額等について 

目次 

番号 
事業名 事業費 補助額 

１ 成年後見等の知識を持ち、地域の見守りの要となる人材の養成事業 448,751円 269,000円 

２ 鹿児島神宮末杜稲荷神社 夏祭りに伴う地域活性化事業 887,818円 500,000円 

３ 女性と子どものためのヘルスケア講座 581,310円 348,000円 

４ 「歌のバリアフリーコンサート」 486,189円 291,000円 

５ 障がい者と子どもとの異世代交流事業 496,640円 297,000円 

６ 霧島市での産前産後の過ごし方パーフェクトガイド事業 266,881円 159,000円 

７ 牧園に残る西南戦争堡塁跡調査・保存事業 357,131 円 213,000円 

８ 2019 霧島まちなか音楽バル 906,349円 500,000円 

９ 「こども食堂お助けマン隼人」運営事業 839,917円 353,000円 

10 ５ｔｈ霧島ガーデンプレイス 759,331円 302,000円 

11 ミュージカル広場 545,777円 327,000円 

合   計 6,576,094円 3,559,000円 

目  次 



　今後ますます問題となってくるであろう高
齢化社会を迎えるにあたり、地域の高齢者
の見守りの要となる人材の育成を目的に、
成年後見制度の普及啓発を図る。

①「あなたとあなたの家族のための成年後
見講座」の開催
・市内６か所で開催（国分、隼人、霧島、溝
辺、牧園、福山）

・公民館を会場にし、誰でも参加しやすいよ
うにした。
参加人員延べ74名

・“成年後見”“認知症”“消費者被害対策”
を実施。

②出前講座については、地域のひろば推
進事業等に呼びかけたが、申込みがなかっ
た。

①受講された方々には、成年後見制度を正
しく理解していただき、高齢者が安心して暮
らせる社会づくりに貢献できた。

②当会の会員も毎回受講して、受講者と一
緒に自己研鑽に励んだため、地域の中で
の相談役として活動できる体制ができつつ
ある。

③市が開設した成年後見センターの協力
員として人材活用が可能となり、連携の道が
開けた。

事 業 費 ： 448,751円 市補助金： 269,000円

目 的 （背景・課題）

成年後見等の知識を持ち、地域の見守りの要となる人材の養成事業

＜きりしま成年後見サポーターの会＞

事 業 内 容

事 業 の 成 果

１ 事業効果

期待した効果が上がった。

２ 改善すべき課題

参加者が昨年度と比較すると伸びたが、

第１回講座の受講生が25名だったのに対し

2回目以降は10名前後と減ってきた。これは、

チラシの配布を初回のみに限定したためと

思われる。

３ 予算執行

大きな変更を余儀なくされた。

2日間の受講は難しいとの声が多く寄せら

れたため、1日間に短縮した。

４ 今後の展望

市民の後見人育成指導は、急務の施策

であると思われるが、民間の一団体では限

界がある。行政と連携しながら事業を推進し

ていく必要がある。

５ その他

受講生からの相談が数件あったが、適切

な回答ができ、相談者も満足して納得して

頂いたことは、研修会の賜物と感じた。

自 己 評 価
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＜団体名＞きりしま成年後見サポーターの会

＜代表者＞黒木 順

＜設立日＞平成28年12月22日

＜会員数＞14人

＜主な活動＞

霧島市が実施した「市民後見人養成講座」を受講し、一般社団法人日本

成年後見サポーター協会が実施した「成年後見サポーター認定試験」に合

格した有志で、成年後見制度を広く霧島市に普及し、地域の見守りの要と

なるような人材を育成し、地域の高齢者を地域住民で支えあっていくことを

目的に設立。

＜連絡先＞

所在地 〒899-4353 霧島市向花6-31-8

TEL 0995-45-2087
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祭りを通して、地域住民に稲荷神社の歴史
やご利益などを認識してもらう。
地域住民は勿論のこと、霧島市全域より注
目してもらう為様々なイベントを企画
１、稲荷神社でのコンサート
２、きつねパフォーマンス企画
３、ご利益を祈願するためのモニュメントの
設置
４、その他イベント
５、鳥居設置の推進

地域をはじめとする多くの方の協力で盛大
に催行することができた。
特にステージイベントについては、地元小
学生による金管演バンド演奏そして多くの
在住ミュージシャンによる演奏、演舞踊り、
また公民館活動の発表など多岐にわたり、
幅広い年齢層の方に喜んでもらえた。
また、JR九州やドンキホーテのマスコットキャ
ラの参加企画によりイベントが盛り上がり、
子供達にとっては、夏の思い出作りとなっ
た。
地域の特色が活かせたイベントになったの
ではないかと思う。

　朱色の鳥居が寸分違わず並んでいる光景
は、実にインスタ映えします。伏見稲荷神社
は、千本鳥居などで京都を代表する観光地
になっております。その大杜より分霊を受け
ているのが鹿児島神宮の末杜稲荷神社で
あり歴史的な背景や信仰の対象として県内
を代表する神社であります。
夏祭りなどの祭事盛祝を通してのまちづく
り、またご利益（稲荷神社といえば商売繁盛
の神様）やパフォーマンス企画等で地域の
活性化を図るものであります。

TEL 0995-45-2087

事 業 費 ： 887,818円 市補助金： 500,000円

目 的 （背景・課題）

鹿児島神宮末杜稲荷神社 夏祭りに伴う地域活性化事業
＜継我乱音プロジェクト＞

事 業 内 容

事 業 の 成 果

１ 事業効果

期待していた以上の効果が上がった。

２ 改善すべき課題

新たな現代にマッチした夏祭りとして実施

することができた。次のステージとしては地

域の児童がより地元の歴史や文化を知り、

郷土愛を育んでもらえるよう努力したい。ま

た、公民館活動や講座などを通して発表や

交流の場になるよう事業を推進したい。

３ 予算執行

多少の変更があった。

屋外でのイベントは施設整備の無い場所

での活動であり、経験が無いため多少戸惑

いがあった。次年度以降に活かしたい。

４ 今後の展望

活動の基本的な考え方に間違いないこと

を更に確信した。今後とも色々な場所で公

演を行いたいと考える。

５ その他

宮内地区各種団体との協力をいただきな

がら、地域に根ざした新たな伝統行事にな

るよう努力したい。

自 己 評 価
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＜団体名＞継我乱音プロジェクト

＜代表者＞徳田 浩一

＜設立日＞平成30年1月20日

＜会員数＞29人

＜主な活動＞

地域の活性化に情熱を燃やす個人や団体を中心地域の枠を超えて集

まった。

神社祭事や各種イベントを通じて宮内地区一帯の活性化を図るとともに他

地区との連携を持ちながら事業展開を行う。

＜連絡先＞

所在地 〒899-5121 霧島市隼人町神宮1-12-26

TEL 0995-42-0658
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・女性特有のライフステージに応じた身体機能
のメンテナンス方法や疾病予防の啓発ができ
た。
・産後の機能障害による痛みの軽減、更年期や
老年期に向けての体力づくり、尿もれの予防、
がんや生活習慣病の早期予防ができた。
・妊娠期から親になるための学びを深めること
で、夫婦家事分担、子どもとの接し方、子どもの
発達の把握ができるようになる。
・家族全体でヘルスケアを学ぶことにより、健康
意識を高めることができ将来的な医療費軽減に
繋がる。
・質の高い評価を構築することで、地域におけ
る特性を掴み、より質の高い介入、効果をあげ
ることが期待できる。

①家族の為のヘルスケア講座（全4回）
・思春期までに必要な良い身体作りの方法
・妊娠から産後。ボディケアと子育てを楽しむ方
法
・男女とも年齢を感じる40歳以降を充実させる
方法
・予定している老後を笑顔で実現させる方法
②外部講師招聘講座

　海外におけるウィメンズヘルスケア（産前産後
の体のメンテナンスや尿もれ、月経や更年期へ
の対応やがん予防）については、理学療法士、
作業療法士、看護師などの医療専門職が関わ
り適切な身体・精神的なフォローを行っている。
日本においては、妊娠期から親になるための講
座や産後からの体メンテナンスの講座、40歳以
上の尿もれは3人に1人と言われているが、専門
家による予防介入や講座の開催がほとんどな
い。女性活躍躍進を支える礎作りや将来の医
療費削減に向けて家族全体の健康に対する教
育は急務である。将来的な家族全体のヘルス
ケアや疾病予防含め医療専門職による啓発活
動を行う。現状把握を行い、専門的な分析を進
め、将来の霧島市の健康寿命改善へ繋げる一
助としたい。

事 業 費 ： 581,310円 市補助金： 348,000円

目 的 （背景・課題）

女性と子どものためのヘルスケア講座
＜鹿児島女性療法士会＞

事 業 内 容

事 業 の 成 果

１ 事業効果

期待した効果が上がった。

２ 改善すべき課題

回覧板への案内

３ 予算執行

多少の変更があった

必要物品の購入が出来なかった。

４ 今後の展望

引き続き周知して多くの方に御参加いただき

たい。

５ その他

特になし。

自 己 評 価
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＜団体名＞鹿児島女性療法士会

＜代表者＞愛下由香里

＜設立日＞平成25年4月1日

＜会員数＞10人

＜主な活動＞女性医療職である会員の相互の親睦と技術・質の向上、

明るい未来のために情報を提供する。また、ライフサービスに応じた

女性や子どもを含めた家族に対するヘルスケア活動を普及・実践する

ことを目的とする。

＜連絡先＞

所在地 〒899-5221 霧島市隼人町松永3320医療センターリハビリ室内

TEL 0995-42-1171
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　すべての人々が、障がいのある人とその
ハンディキャップを認め、理解しあえる地域
社会にはまだ至っていないのが現状ではな
いでしょうか。
　このような現状を乗り越えて、障がいのあ
る人もない人もお互いに思いやりを持って
共生できる社会を目指すことは、地域社会
の課題の一つであると考えます。
　すべての子どもたちが同じ空間でコン
サートを共に楽しむことにより、それぞれを
認識して共生協働の社会の実現を目指しま
す。

「歌のバリアフリーコンサート」を霧島市内の
小学校、保育園の計3ヶ所にて実施。
第１回　令和元年10月16日
　　　　　霧島市立日当山小学校
　　　　　参加人数750人
第2回　令和元年11月14日
　　　　　霧島市立高千穂保育園
　　　　　参加人数80人
第3回　令和元年11月19日
　　　　　霧島市立国分小学校
　　　　　参加人数940人

子ども達も、皆一緒に声を掛け、ジェス
チャーや手話を覚えてコンサートに参加す
ることで音楽を楽しめたと思います。
手話に対する興味、障がいのある人への理
解を進める効果もあったと考えます。
保育園や小学校それぞれに、年齢に関係
なく、子ども達が見て、聞いて、色んなことを
感じて、無意識のうちに障がいのある人もな
い人も同じなのだということを感じてもらえた
と考えます。国分小学校の校長先生が「子
どもらしさを前面に出して楽しむ児童の様子
を目のあたりにして感動した」ともお話しして
下さった。
今後とも地元、霧島市で公演の機会が作れ
る様に広報活動を行いたい。

事 業 費 ： 486,189円 市補助金： 291,000円

目 的 （背景・課題）

「歌のバリアフリーコンサート」
＜特定非営利活動法人 ハッピーブリンデン＞

事 業 内 容

事 業 の 成 果

１ 事業効果

期待していた以上の効果が上がった。

２ 改善すべき課題

同じ様な年齢の子供達でもそれぞれの環

境によって微妙に理解の仕方が異なるよう

に思いました。出切るだけ子供たちに寄り

添えるように内容、言葉、動作などを研究、

改善して行きたい。

３ 予算執行

多少の変更があった。

新キャラクターの導入、また衣装修理など

があり、その為衣装資材等の購入を消耗品

及び備品購入費として予算を使用した。

よって、賃金の現金支給を取りやめ調整を

して総額では、予算内に対象の変更をした

上で収めた。

４ 今後の展望

今年度でこの市民活動事業は、3年目を

終了しましたが、今後とも霧島市で公演の

機会が得られるよう広報活動を行って行き

たい。

５ その他

一見、子供向けの内容のようですが、大

人にも十分対応できていると考えています。

今後は、老人施設等いろいろな方面に活

動の場を広げて行きたい。

自 己 評 価

7



＜団体名＞特定非営利活動法人 ハッピーブリンデン

＜代表者＞畑 みどり

＜設立日＞平成27年4月1日

＜会員数＞180人

＜主な活動＞

AOB方式による「歌のバリアフリーコンサート」と、それに関連する事業を行

い、耳の聞こえない人も聞こえる人も、すべての人が共生できる社会の実現

に、音楽を通して寄与する活動を行っている。

＜連絡先＞

所在地 〒899-5112 霧島市隼人町松永1719

TEL 090-4475-6048
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　地域社会には、色々な障がいを持つ方々が
確実に存在するのだが、健常者と障がい者が
相互理解を深める機会やその前に、出会う機
会さえも無いような状況である。そんな現状を
少しでも改善するため、感受性豊かな子ども
の時期に、障がい者との相互理解を進め、心
のバリアフリー化を促進する手段として、日頃
から当方人の活動に取り入れている音楽を楽
しむコンサートを病院内で行い障がい者と健
常者との相互理解が進むことを目的とする。

　霧島市内病院（小児・難病病棟を中心に）を
中心として障がい者によるコンサートを開催。
平成31年4月7日　　 コンサート準備
　　　　　　4月14日　　第1回模擬コンサート
令和元年12月26日　第2回模擬コンサート
　　　　　　12月27日　第１回病院コンサート
　　　　　　　　　　　　　（いかりこどもクリニック）
令和２年2月28日　　第2回病院コンサート
　　　　　　　　　　　　　（吉満内科クリニック）

１、日頃接点のない障がい者と健常者の交流
ができ、相互理解が進んだ。
２、病院内コンサートが目標となり、障がい者
が月１回程度の練習をさらに努力するように
なった。
３、音楽が与えるリラクゼーションが効果的で
あった。次に続けて更なる効果を実証した
い。
４、受診待ちの親子たちが歌詞を手に持って
一緒に歌ってくれたり、発熱しているのに母親
にもたれながらパプリカを歌ってくれたり、つら
い気持ちが音楽で心に届けられたのではと感
じた。
５、受診待ちの間を有意義に過ごせたようで
す。演奏に合せて歌詞を口ずさみ、院内の一
体感を感じた。音楽やマジックなどで、どんな
病状であれその一時に笑顔や笑い顔が生ま
れた。
６、今後は、さらに色々な場所でコンサートを
開催するため開催場所の募集をしたい。

事 業 費 ： 496,640円 市補助金： 297,000円

目 的 （背景・課題）

障がい者と子どもとの異世代交流事業
＜特定非営利活動法人 北斗会＞

事 業 内 容

事 業 の 成 果

１ 事業効果

期待した効果が上がった。

２ 改善すべき課題

交流の対象と開催場所を限定しすぎたの

で、両方の対象を拡大していく。

３ 予算執行

多少の変更があった。

４ 今後の展望

上記にもしたが、交流の対象と開催場所

の選定を拡大し、更に多くの市民に対し

ノーマライゼーションの啓蒙と促進を図って

行きたい。

５ その他

コンサートの開催時期が、実施期間の後

期に隔ったため、事業実績書の提出期限

の直前までかかったので、コンサートの開

催時期を計画的に行い、更なる改善を図っ

ていく。

自 己 評 価
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＜団体名＞特定非営利活動法人北斗会

＜代表者＞髙野 和子

＜設立日＞平成29年9月13日

＜会員数＞10人

＜主な活動＞

障がいのある多くの方々に対して、自分の住み慣れた地域で安心して、い

きいきとした生活が送れるよう、地域社会の理解と協力を得ながら、障害者総

合支援法に基づくサービスを行うと共に、障がい者の家族、施設職員等の支

える側の人々によりあいの場を提供することにより福祉と公益の増進に寄与

することを目的とした活動を行っている。

＜連絡先＞

所在地 〒899-4304 霧島市国分清水3-14-55

TEL 0995-50-3236
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　平成31年4月からチラシの内容を変更しデザ
イナーと打ち合わせを行った。協賛のお願いも
あわせて行い、4病院2企業から協賛を頂いた。
5月からチラシの配布準備、チラシは市内の企
業や保健センター、産婦人科に設置や配布を
依頼した。
妊婦さんやお母さんが普段使うSNSを告知に活
用しようと考え、新たにマタニティサポートカフェ
鹿児島のインスタグラムを作成した。教室の告
知や報告をFacebook、講師のブログとともに
SNSを媒体として、活動を知ってもらえるよう配
信した。
あわせて、市民に広く周知してもらう為、霧島市
の広報誌にも掲載した。
６月から教室が開始。教室は６月から１月まで毎
月開催。合計15回開催。参加者は２０名で、妊
婦１１名、産後８名、男性１名の内訳。

　少子高齢化対策として「切れ目ない子育て支
援」に向けての官民の取り組みは活発化してい
ますが、産前産後は継続した関わりが希薄にな
りがちな期間で、アンケートでも「産前産後１か
月が一番不安であった」という声が50％を超え
ています。
　霧島市では特に転入世帯や転勤族世帯が多
い地域背景もあり、出産・子育てに関する環境
づくりに加えて、妊産婦への早めの働きかけや
地域資源への結びつけが大変重要であると考
えます。

　南日本新聞の虐待予防の記事インタビューや
テレビ朝日のドキュメンタリー番組の取材など、
虐待の未然予防や産後の孤立要望の民間活
動としてメディアに取り上げられた。
活動を通じて病院や行政とも話をする機会もあ
り、支援が早めに介入出来る様になる等横の連
携も強化されたと実感。
アンケートでも、産前産後への意識が高まった
と全員が回答。満足が得られたとの回答だっ
た。妊婦への事後アンケートも、教室の内容が
実際の育児にも役立つとの回答が多く、赤ちゃ
んを安心して迎えられている様子だった。

事 業 費 ：266,881円 市補助金： 159,000円

目 的 （背景・課題）

霧島市での産前産後の過ごし方パーフェクトガイド事業
＜マタニティサポートカフェ鹿児島＞

事 業 内 容

事 業 の 成 果

１ 事業効果

期待した効果が上がった。

２ 改善すべき課題

以前は市の広報誌に挙げれば、講師に

繋がりのない妊婦の参加があったが、今回

の広報誌を見て参加した人が居なかった。

産婦人科のチラシやSNS、広報誌、知人か

らの紹介など何度も情報に触れることで

行ってみようという行動に繋がっていたよう

に感じた。

３ 予算執行

多少の変更があった。

チラシのデザインを変更したので、印刷製

本費が若干予算よりオーバーした。

４ 今後の展望

妊娠中からの繋がりづくりは課題である。

病院の母親学級は、お産をゴールにしてい

るが、病院とも連携して産後の暮らしがス

ムーズにスタート出来る様妊娠中から顔つ

なぎができる助産師や産後支援者との出会

いの場を設定して行きたい。

５ その他

この活動が虐待の未然予防として、全国

放送のドキュメンタリー映画で紹介されたこ

とは、社会的にも意義がある活動と評価さ

れうれしく思う。三年間の活動で保健セン

ターや産婦人科、支援センターとも横連携

でき、支援に繋がるスピードが上がったと感

じた。

自 己 評 価
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＜団体名＞マタニティサポートカフェ鹿児島

＜代表者＞大村 祥恵

＜設立日＞平成27年12月1日

＜会員数＞5人

＜主な活動＞

2015年6月より、マタニティサポートカフェをスタート。妊産婦当事者・医療

者・保育関係者などが同じテーマで勉強し、交流する企画を開催している。

全国で活躍する著名な講師陣にご協力いただきながら、回を重ねるごとに、

草の根のネットワークづくりにつながっている。

＜連絡先＞

所在地 〒899-4322 霧島市国分福島3-24-15

TEL 090-9791-8051
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①　牧園に残る西南戦争時の堡塁の実態を調
査して、地図に表示する。

②　①の地図及び牧園の人々と西南戦争との
関わり等を記した冊子を作成し、市民の生涯教
育や観光振興などに活用する。

③　堡塁跡を広域文化遺産として後世に残すよ
うに広報活動する。

①堡塁跡の実地調査

②冊子の作成
　「西南戦争　牧園に残る戦い証跡」作成

③堡塁跡の見学会(２回実施)

④牧園地区の小学校、中学校、高等学校、
図書館への冊子の贈呈、作成した冊子を順
次贈呈中

⑤堡塁及び堡塁周辺の樹木伐採整備

　成果物として、西南戦争　牧園に残る戦い
証跡」を作成。
南日本新聞に記事が載るなど、注目を集め
た。

事 業 費 ：357,131 円 市補助金： 213,000円

目 的 （背景・課題）

牧園に残る西南戦争堡塁跡調査・保存事業
＜史跡・文化財・景観モデルロード実行委員会＞

事 業 内 容

事 業 の 成 果

１ 事業効果

期待していた以上の効果が上がった。

２ 改善すべき課題

なかった。

３ 予算執行

ほぼ予定どおり執行できた。

４ 今後の展望

今年度は地元住民による西南戦争従軍

者の手紙の提供、地元戦闘の伝聞に基づ

く堡塁群の新たな発見などがあり、活動の

成果が徐々に地元住民に浸透しつつある。

今後も活動成果を住民に史料として返す地

道な活動を続ける。

５ その他

特になし。

自 己 評 価
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＜団体名＞史跡・文化財・景観モデルロード実行委員会

＜代表者＞手嶋 正次

＜設立日＞平成26年2月27日

＜会員数＞16人

＜主な活動＞

史跡・文化財の見学会、景観モデルロード沿道や空き地の美化活動など

＜連絡先＞

所在地 〒899-6507 霧島市牧園町宿窪田642番地4

TEL 0995-45-0313
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　霧島市には音楽を愛し、様々なジャンル
で日々鍛錬をしながら活動している多くの
アーティストがいます。また国分市街地には
音楽が楽しめる店舗も多数あり、まさに生活
と音楽が親密な関係です。その素晴らしい
音楽を街中で同時に聴き歩けたらどんなに
楽しいか。ワクワクするようなイベントが出来
ないか考えた結果、国分パークプラザ広場
と近場の数店で食べ歩きのバル街ならぬ
“聴き歩き”の『霧島まちなか音楽バル』を開
催し、街の活性化に貢献する。

　一枚の回遊チケットで好きな音楽を聴き歩
けるイベントを霧島のまちなかで開催！

主　　　 催　：霧島市藝術文化フォーラム

チケッ ト数　：一般(1,500円)前売り181枚、
当日9枚、計190枚

メイン会場
：国分パークプラザイベント広場
ホール会場：イージーライダーハウス、カト
リック国分教会、ファズロックカフェ、カラオ
ケＯＮＥ、カフェ・ド・蔵、カラオケ＆スナック
Ｍａｍｉ、アヴァンティ、風雷坊主ミロク

・こくぶ通り会連合会の協力がもらえ、街の
活性化に双方で取り組みが進められた。
・質の良いジャンルの音楽が街に溢れ、そ
れを市民が回遊して聴き回り街の活気が醸
成された。特にカトリック国分教会で実施で
きたことが良かった。
・市民に対し音楽・文化・芸術の普及（前年
よりチケット販売アップ）
・市内のまちなかの経済活性化
・アーティストの支援育成（アマチュア２組出
演）

事 業 費 ： 906,349円 市補助金： 500,000円

目 的 （背景・課題）

2019 霧島まちなか音楽バル
＜霧島市藝術文化フォーラム＞

事 業 内 容

事 業 の 成 果

１ 事業効果

期待した効果が上がった。

２ 改善すべき課題

会場：少し遠い会場もあったので、次年度

は通り会会員店舗、空き店舗等、市街地中

心に集中したい。

出店：今回は出店が１店舗だけだったが、

障害者通所施設に出店をお願いして通所

者に販売を担当してもらい、市民とのコミュ

ニケーションの機会を作りたい。

３ 予算執行

ほぼ予定どおり執行できた。

４ 今後の展望

令和２年度は、集大成となるこくぶ通り会

連合会に絶大な協力をお願いして、音楽バ

ルのノウハウを伝えることで、今後の街興し

を一緒に継続して行きたい。

５ その他

特になし。

自 己 評 価
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＜団体名＞霧島市藝術文化フォーラム

＜代表者＞日高 雄一

＜設立日＞平成26年4月16日

＜会員数＞32人

＜主な活動＞

各種芸術文化団体と連携して芸術文化を広く紹介して、霧島市民の文化

度を高めるとともに文化・教育・経済面にも貢献していくものとする。又、各種

ボランティア活動等へ積極的な支援・協力も行う。

＜連絡先＞

所在地 〒899-4341 霧島市国分野口東7-43

TEL 090-8585-8598
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　メディアでは海外の発展途上国の子供の
飢餓救済が放映されていますが、特に平成
23年度に厚生労働省が発表した「7人に一
人の子供がお腹がすいて寝れない」との
ニュースは衝撃でした。
　霧島市内では国分に「国分食堂ほのぼ
の」がありますが隼人にも必要との地域の要
請を受けて始めました。
　働く保護者を支援する意味でも継続して
欲しいとの要請がありますので、今後も「こど
も食堂お助けマン」を継続するのが目的で
す。
　子供は無料、その他の利用者には寸志を
お願いしております。

　「こども食堂お助けマン隼人」運営委員会
を結成し、調理は霧島市食文化研究会でセ
ミナーを受講して地域の公民館で料理教室
の講師をしている食生活推進員を中心に10
名が奉仕活動をしている。
内閣府が働くお母さんを支援する為にこど
も食堂での学習支援を推奨している為、英
語、パソコン、硬筆を実施。
「こども食堂お助けマン隼人」は地域興しの
一つとして考えており、第二土曜日は小学
校が出校日のため午前中は「高齢者デー」
として九面屋から寄贈されるかるかんでお
茶話会を開催。高齢者の参加を呼びかけて
いる。

　新型コロナウィルス感染症予防のため、主
な活動は中止せざるを得なかった。
こども食堂お助けマン隼人は、可能な範囲
で除菌を徹底するなどして実施した。
また、こども食堂たらの芽会と共同で食材配
布のドライブスルーを実施した。

事 業 費 ： 839,917円 市補助金： 353,000円

目 的 （背景・課題）

「こども食堂お助けマン隼人」運営事業
＜NPO法人Joyステーション＞

事 業 内 容

事 業 の 成 果

１ 事業効果

期待していた以上の効果が上がった。

２ 改善すべき課題

家賃が高額な為に、公民館利用に切替え

て実施することとした。

３ 予算執行

多少の変更があった。

新型コロナウィルス感染症予防対策として、

購入した消毒液生成器の購入に対して、事

務局の理解が得られなかった。

４ 今後の展望

新型コロナウィルス感染で全国的にこども

食堂の運営が中止となり、その中で食材配

布を子ども食堂タラの芽会と共催で実施。

５ その他

2020年現在も新型コロナウィルス感染は

終息していない状況にあり、私が購入した

消毒液生成機器（強酸性水）は、必要な状

況にあり、正しい判断であったと考えている。

自 己 評 価
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＜団体名＞NPO法人Joyステーション

＜代表者＞村上 光信

＜設立日＞平成25年3月7日

＜会員数＞18人

＜主な活動＞

少子高齢化に寄与することを目的に設立しました。

特に以下の事業に取り組んでいます。

・高齢者の生きがいづくりに関する事業

・生活困窮者自立支援法に基づく支援事業

＜連絡先＞

所在地 〒899-5106 霧島市隼人町内山田1-3-37

TEL0995-42-3212
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　産業の疲弊、遊休ストックの増大、商業の
衰退、コミュニティの崩壊、民間（市民企業）
自立心の欠如など地域社会が抱えている
複雑化する課題を解決するためのヒントを
導き出すため、霧島の資源（ヒト・モト・コト）
に光を当て、より多くの方々が関わる持続可
能なイベントを開催することより、「霧島は贅
沢だ」と市内外の方々に感じてもらうことを
目的とする。

日時：平成31年4月28日（日）
　　　　10：00から17：00
場所：天降川ふるさとの川河川公園
対象者：市内外問わず、週末に外で買い物
やご飯を楽しみたい方
内容
衣：素材を大事にし、作り手の温もりが伝わ
る衣服類の販売
食：丹精込めて育てた食材やそれを使った
料理加工品を提供。
住：住み心地を快適にする生活用品やイン
テリア、雑貨等を販売。
癒：五感に安らぎを与え、くつろぎと癒しの
時間を提供。

出店ブース数　　104ブース
来場者数　　　　　8,750名
総売上額　　8,281,481円
店舗平均　　　　79,630円
客単価　　　　　 　946.5円
GW開催ということもあり、子供連れからカッ
プルまで非常に多くの来場者で賑わった。
来場者数も過去最高となり、売上は約300万
円増加した。これまで年２回開催しており、
知名度が上がってきた結果だと考える。

事 業 費 ： 759,331円 市補助金： 302,000円

目 的 （背景・課題）

５ｔｈ霧島ガーデンプレイス
＜Ａｗｅｓｏｍｅ Ｃｉｔｙ Ｐｒｏｊｅｃｔ＞

事 業 内 容

事 業 の 成 果

１ 事業効果

期待していた以上の効果が上がった。

２ 改善すべき課題

規模が大きくなったため、出店申込や出

店者とのやりとりなど事務処理が増えている

ので、出展者の管理サーバーを導入するな

ど生産性をあげる。また当日のスタッフを増

やす等今後も霧島が盛り上がるよう多くの

人を巻き込んで実施して行きたい。

３ 予算執行

ほぼ予算どおり執行できた。

４ 今後の展望

今後も継続的に開催していく。

５ その他

特になし。

自 己 評 価
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＜団体名＞Awesome City Project

＜代表者＞宮之原 優聖

＜設立日＞平成28年11月1日

＜会員数＞6人

＜主な活動＞

①市で行われるイベントのボランティアスタッフとして参加する。

②まちおこしのための各種セミナーに参加する。

③市を盛り上げる為のイベントを企画・運営する。

＜連絡先＞

所在地 〒899-5106 霧島市隼人町内山田三丁目1番23-3号

TEL 090-7151-1562
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ワークショップでは、ミュージカルの演技を
中心に、バレエと歌唱、ダンスの基礎レッス
ンを市民の方に体験して頂いた。参加者は
ほとんどミュージカルが初めてという人が多
く自分の身体を使って表現することの楽しさ
を感じていただいた。
　また、青少年にとっては子どもから大人ま
で、同世代だけではなく異年齢集団の交流
を通じて、他校の生徒との交流、学校では
体験する事のできない体験を積み、積極的
に行動できる人材育成の場となり、本市の
芸術文化の向上が図られた。

ミュージカルワークショップの開催
一人でも多くの市民の皆様に、ミュージカル
や舞台のすばらしさを知って頂き、また、小
学生から高齢者までが一緒になってともに
学び、体験する場を提供しました。具体的
には、プロの舞台芸術家やバレエダン
サー、声楽家の先生を講師に月2回のワー
クショップを開催。
令和元年9月～ワークショップ参加者募集
11月から2月まで開催
参加人数　57人（小学2年生～70歳代）
小学生　36人　中学生　10人　高校生　2人
一般　9人

③観光の振興
　今年度も城山公園管理事務所の事業と連携
することで地域の繋がりと広報の手段としても
効果をあげた。
④こどもの健全育成
　小学生を対象に親子で作る竹細工・燈籠作り
体験を開催し、喜ばれた。

　これまで、きりしま創造舞台は、青少年の
健全育成を目的に小学生から高齢者まで
の異年齢集団同志の交流を図りながら「命
の継承」と「誇れる郷土」をテーマに市民に
よる手作りのミュージカル公演を実施してき
た。
　しかしながら、まだまだミュージカルなどの
舞台芸術を広く知らしめるには至っていな
い。豊かな心の育成と芸術文化の向上のた
めには舞台を実際に体験することが必要で
ありますが、本市においては、身近にミュー
ジカルなどの舞台芸術に触れ合える機会が
少ないことが課題である。

事 業 費 ： 545,777円 市補助金： 327,000円

目 的 （背景・課題）

ミュージカル広場
＜ＮＰＯ法人きりしま創造舞台＞

事 業 内 容

事 業 の 成 果

１ 事業効果

期待した効果が上がった。

２ 改善すべき課題

なかった。

３ 予算執行

大きな変更を余儀なくされた。事業実施

期間を3月までとしており、3月実施分が補

助対象外となったため、当初予算のとおり

執行出来なかった。

４ 今後の展望

ミュージカルを体験してみたいという市民

が改めて多いことを知った。今後もこのよう

な体験活動を幅を広げ、もっと市民に舞台

を身近に感じてもらう活動を継続していきた

い。

５ その他

参加者には、ミュージカルの楽しさを歌、

ダンス、演技、バレエの分野で感じていた

だいた。しかし、なかには思っていたものと

違う、もっとハイレベルなプログラムを望ん

でいる方もいるようで、それらの方にも対応

できる事業ができないか検討する必要があ

る。

自 己 評 価
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＜団体名＞NPO法人きりしま創造舞台

＜代表者＞地蔵原 勇

＜設立日＞平成24年12月17日

＜会員数＞78名

＜主な活動＞

霧島市を中心に、広く多くの市民を対象に、ミュージカルを主体とした演劇

を通じて青少年育成に関する事業や高齢者の生きがいづくり事業、文化活

動を通じての地域活性化に関する事業、環境保全・防災をテーマにした演

劇活動事業、雇用の場の提供に関する事業、国際交流に関する事業を行う

とともに、指定管理者等公の施設の運営・管理に関する事業を行うことにより、

文化と公益の向上に寄与することを目的とした活動を行っている。

＜連絡先＞

所在地 〒899-5121 霧島市隼人町神宮一丁目19番10号

TEL 0995-43-2400
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令和元年度 

霧島市市民活動支援事業成果報告書 

 
令和２年 11月 

 
〒899-4394 霧島市国分中央三丁目 45番 1号 

霧島市役所 市民環境部 市民活動推進課 

ＴＥＬ 0995-64-0988（直通） 

ＦＡＸ 0995-46-0566 

E-mail simi-katudo@city-kirishima.jp 

 


